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1.  平成23年4月期第1四半期の連結業績（平成22年5月1日～平成22年7月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年4月期第1四半期 5,272 3.3 483 △10.7 480 △6.1 280 1.6
22年4月期第1四半期 5,106 ― 541 ― 511 ― 276 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年4月期第1四半期 96.17 ―
22年4月期第1四半期 225.91 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年4月期第1四半期 10,907 5,102 46.8 1,748.81
22年4月期 11,546 4,953 42.9 1,698.00

（参考） 自己資本   23年4月期第1四半期  5,102百万円 22年4月期  4,953百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年4月期 ― 0.00 ― 46.00 46.00
23年4月期 ―
23年4月期 

（予想） 23.00 ― 23.00 46.00

3.  平成23年4月期の連結業績予想（平成22年5月1日～平成23年4月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計) 9,655 1.6 707 △22.3 653 △23.1 367 △20.0 125.88

通期 19,896 4.1 1,680 0.6 1,582 3.5 891 4.5 305.66



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期レビュー手続を実施済です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年4月期1Q 2,917,444株 22年4月期  2,917,444株
② 期末自己株式数 23年4月期1Q  ―株 22年4月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年4月期1Q 2,917,444株 22年4月期1Q 1,222,222株



（参考） 株式分割に伴う１株当たり数値の遡及修正 

   当社は、平成21年９月15日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っており

ます。当該株式分割が前連結会計年度の開始の日に行われたと仮定した場合の１株当たり指標の

推移は、以下のとおりであります。 

 

第36期 

第１四半期 

連結累計(会計)期間

第37期 

第１四半期 

連結累計(会計)期間 

第36期 

 
自 平成21年５月１日

至 平成21年７月31日

自 平成22年５月１日 

至 平成22年７月31日 

自 平成21年５月１日

至 平成22年４月30日

１株当たり純資産額 （円） 1,124.15 1,748.81 1,698.00

１株当たり四半期(当期)純
利益金額 

（円） 112.95 96.17 326.43

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額 

（円） － － －
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間(自 平成22年５月１日 至 平成22年７月31日）におけるわが国経済

は、個人消費に一部回復の兆しがあるものの、円高の進行による輸出企業を中心とする業績に対す

る先行き不透明感や、高水準な状態の続く失業率など、依然として厳しい状況で推移しております。 

このような状況の下、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、通販部門、店販部門、直販

部門の各販売チャネルにおいてメディアミックス戦略によるシナジー効果を意識した広告戦略推進

が奏功し、特に売上伸長した脱毛器を中心にローラー系美顔器や化粧品等、痩身アイテム等の主力

製品・商品の販売が堅調に推移しました。 

この結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は5,272,882千円（前年同期比3.3％増）、

経常利益は480,737千円（前年同期比6.1％減）、四半期純利益は280,579千円（前年同期比1.6％増）

となりました。 

なお、当第１四半期連結会計期間における生産実績は477,307千円（前年同期比40.5%減）、商品

仕入実績は2,065,687千円（前年同期比36.5%増）であります。 

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

①通販部門 

通販部門では、主に雑誌やテレビを利用した通信販売事業者向け卸売事業を行っており、特にテ

レビ通販において脱毛器の「no!no!hair」シリーズが非常に好評であったこと、前期から取り扱い

を開始した「レッグクイーン」がショッピングチャンネル向けに非常に好調に推移したことから、

売上高は1,812,614千円、セグメント利益は686,377千円となりました。 

 

②店販部門 

店販部門では、主に家電量販店やバラエティショップ向け販売事業を行っており、特に家電量販

店向けにおいて脱毛器の「no!no!hair」シリーズが非常に好調に推移したこと、ローラー系美顔器

について引き続き堅調に売上を維持していることから、売上高は1,751,492千円、、セグメント利益

は734,819千円となりました。 

 

③直販部門 

直販部門では、インフォマーシャルや雑誌、新聞、Web等の媒体利用により直接個人向けに販売す

る事業を行っており、脱毛器の「no!no!hair」シリーズが堅調に推移したこと、化粧品の「オンリ

ーミネラル」について比較的低価格のデビューセットの発売開始が好評であったことから、売上高

は1,670,847千円、セグメント利益は47,477千円となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べ639,954千円減少し、総資

産は10,907,030千円となりました。現金及び預金の減少1,652,636千円、受取手形及び売掛金の増加

727,502千円、商品及び製品の増加282,471千円、原材料及び貯蔵品の増加100,636千円が主な要因で
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あります。 

負債は前連結会計年度末に比べ788,183千円減少し、5,804,987千円になりました。支払手形及び

買掛金の減少112,440千円、未払金の減少306,687千円、未払法人税等の減少336,504千円並びに長期

借入金の減少122,862千円が主な要因であります。 

純資産は前連結会計年度末に比べ148,229千円増加し、5,102,043千円となりました。四半期純利

益による利益剰余金の増加280,579千円、剰余金の配当による減少134,202千円が主な要因でありま

す。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、2,733,073千円（前連結会計年度末

比1,652,785千円の減少）となりました。 

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおり

です。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益479,380千円の計上、売上債権

の増加661,556千円、たな卸資産の増加338,568千円及び法人税等の支払額508,027千円等により、 

1,353,872千円の減少（前年同期は367,237千円の増加）となりました。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出22,926千円、無形固定資

産の取得による支出12,134千円等により、35,215千円の減少（前年同期は33,272千円の減少）とな

りました。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払いによる支出115,947千円、長期借入金の返

済による支出125,361千円等により、260,470千円の減少（前年同期は774,298千円の増加）となりま

した。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

当第１四半期については、脱毛器を中心にローラ系美顔器や化粧品、痩身アイテム等主力製品・

商品の売上が好調に推移いたしました。第２四半期以降も新製品・商品の投入や注力製品・商品の

販路のさらなる拡充、各販売チャネルにおけるキャンペーンなど各種施策を実施していく予定です。

 なお、平成22年４月期決算発表時（平成22年６月11日）に公表した業績予想に変更はありません。 
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２．その他の情報 

(1)  重要な子会社の異動の概要 

      該当事項はありません。 

 

(2)  簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

当第１四半期連結累計期間 

(自 平成22年５月１日 至 平成22年７月31日) 

１ たな卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

２ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し

て算定する方法によっております。 

３ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境や一時差異の

発生状況等に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

②特有の会計処理 

当第１四半期連結累計期間 

(自 平成22年５月１日 至 平成22年７月31日) 

１ 税金費用の計算 

  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
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(3)  会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計基準の改正に伴う変更 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21

号 平成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ705千円、税金等調整前四半期純利益は8,642千円

減少しております。 

 

② ①以外の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸

表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第

１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,327,839 4,980,476

受取手形及び売掛金 2,868,018 2,140,515

有価証券 50,010 50,005

商品及び製品 2,979,014 2,696,542

仕掛品 29,683 74,126

原材料及び貯蔵品 378,950 278,313

その他 378,298 420,248

貸倒引当金 △25,437 △35,610

流動資産合計 9,986,377 10,604,617

固定資産   

有形固定資産 569,350 572,791

無形固定資産 209,993 217,169

投資その他の資産 141,309 152,406

固定資産合計 920,653 942,367

資産合計 10,907,030 11,546,985
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,225,163 1,337,603

1年内償還予定の社債 190,000 205,000

1年内返済予定の長期借入金 831,465 833,964

未払金 1,186,606 1,493,294

未払法人税等 211,579 548,084

賞与引当金 12,500 25,000

返品調整引当金 143,999 140,676

その他 249,732 128,722

流動負債合計 4,051,047 4,712,345

固定負債   

社債 385,000 385,000

長期借入金 1,324,851 1,447,713

その他 44,088 48,112

固定負債合計 1,753,939 1,880,826

負債合計 5,804,987 6,593,171

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,813,796 1,813,796

資本剰余金 1,313,795 1,313,795

利益剰余金 1,981,648 1,835,270

株主資本合計 5,109,240 4,962,862

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △367 598

為替換算調整勘定 △6,829 △9,647

評価・換算差額等合計 △7,196 △9,049

純資産合計 5,102,043 4,953,813

負債純資産合計 10,907,030 11,546,985

ヤーマン㈱（6630）平成23年４月期第１四半期決算短信

－ 7 －



(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月１日 
 至 平成21年７月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
 至 平成22年７月31日) 

売上高 5,106,438 5,272,882

売上原価 1,871,584 2,072,804

売上総利益 3,234,854 3,200,078

返品調整引当金戻入額 130,510 140,676

返品調整引当金繰入額 144,193 143,999

差引売上総利益 3,221,171 3,196,755

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 1,655,511 1,505,330

貸倒引当金繰入額 1,341 －

給料及び手当 133,155 144,726

賞与引当金繰入額 12,500 12,500

減価償却費 9,519 13,223

研究開発費 31,674 51,293

その他 835,618 986,006

販売費及び一般管理費合計 2,679,320 2,713,079

営業利益 541,851 483,676

営業外収益   

受取利息 862 1,705

受取配当金 14 103

為替差益 775 15,296

その他 689 2,750

営業外収益合計 2,342 19,854

営業外費用   

支払利息 22,581 16,101

その他 9,690 6,691

営業外費用合計 32,272 22,792

経常利益 511,921 480,737

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 10,173

特別利益合計 － 10,173

特別損失   

固定資産除却損 3,029 3,593

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,937

特別損失合計 3,029 11,530

税金等調整前四半期純利益 508,891 479,380

法人税等 232,783 198,801

少数株主損益調整前四半期純利益 － 280,579

四半期純利益 276,108 280,579
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月１日 
 至 平成21年７月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
 至 平成22年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 508,891 479,380

減価償却費 17,644 23,346

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,341 △10,173

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,500 △12,500

返品調整引当金の増減額（△は減少） 13,682 3,323

受取利息及び受取配当金 △877 △1,808

支払利息 22,581 16,101

為替差損益（△は益） 839 5,813

固定資産除却損 3,029 3,593

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,937

売上債権の増減額（△は増加） △104,350 △661,556

たな卸資産の増減額（△は増加） △67,605 △338,568

仕入債務の増減額（△は減少） 229,138 △106,997

未払金の増減額（△は減少） 26,437 △288,697

その他 10,527 44,212

小計 648,781 △836,593

利息及び配当金の受取額 709 1,731

利息の支払額 △10,100 △10,983

法人税等の支払額 △272,152 △508,027

営業活動によるキャッシュ・フロー 367,237 △1,353,872

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △10,486 △22,926

無形固定資産の取得による支出 △22,683 △12,134

定期預金の預入による支出 △81,092 △81,246

定期預金の払戻による収入 80,843 81,092

その他 146 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,272 △35,215

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 900,000 －

長期借入金の返済による支出 △93,597 △125,361

社債の償還による支出 △30,000 △15,000

リース債務の返済による支出 △2,104 △4,161

配当金の支払額 － △115,947

財務活動によるキャッシュ・フロー 774,298 △260,470

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,608 △3,226

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,111,871 △1,652,785

現金及び現金同等物の期首残高 3,405,531 4,385,858

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,517,402 2,733,073
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(4)  継続企業の前提に関する注記 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年５月１日 至 平成22年７月31日） 

 該当事項はありません。 

 

(5)  セグメント情報 

  前第１四半期連結累計期間（自 平成21年５月１日 至 平成21年７月31日） 

[事業の種類別セグメント情報] 

  美容健康関連事業の売上高及び営業損益は、全セグメントの売上高及び営業損益の合計額に占め

る割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

[所在地別セグメント情報] 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合が90％を超えているため、所在地

別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

[海外売上高] 

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

 

[セグメント情報] 

 当第１四半期連結累計期間(自 平成22年５月１日 至 平成22年７月31日) 

（追加情報） 

  当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準

第17号  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

 

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

当社は、販売チャネルを基礎として、大きく通販部門、店販部門、直販部門に分類し、当該三部

門を報告セグメントとしております。当社の取り扱い製品・商品は主に「美顔器」「脱毛機器」

「痩身機器」「痩身用アパレル」「ミネラルファンデーション」であり、各報告セグメントで取り

扱っております。 
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２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自  平成22年５月１日  至  平成22年７月31日） 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

通販部門 店販部門 直販部門 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 1,812,614 1,751,492 1,670,847 5,234,954 37,928 5,272,882 － 5,272,882

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － 92,778 92,778 △92,778 －

計 1,812,614 1,751,492 1,670,847 5,234,954 130,706 5,365,660 △92,778 5,272,882

セグメント利益 686,377 734,819 47,477 1,468,674 △12,703 1,455,971 △972,295 483,676

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門

等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△972,295千円には、セグメント間取引消去3,000千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△967,981千円、及び棚卸資産の調整額△7,313千円が含まれております。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

(6)  株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年５月１日 至 平成22年７月31日） 

 該当事項はありません。 
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